
年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○

1

・ 単元「気になるニュースについ
て話そう」
［知技］⑴イ
［思判表］
話すこと・聞くこと⑴ア，イ
話すこと・聞くこと⑵ア

・情報を整理し、内容や構成に注意
して話す。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

[知技]
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特
色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さな
どに配慮した表現や言葉遣いを使っている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において、自分の考
えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明
確にするとともに、相手の反応を予想して論理
の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫し
ている。
［主］積極的に情報の収集や整理を行い、理解
しやすい内容構成や展開を工夫して、自分の考
えを発表しようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこ
と」の各領域において、論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したり力を伸ばし、他者との関
わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにしてい
る。

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わった
り、思いや考えを広げたり深めたりしながら、
言葉がもつ価値への認識を深めようとしている
とともに、進んで読書に親しみ、言葉を効果的
に使おうとしている。

新編　現代の国語」東京書籍

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことが できるようにする。 

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や 想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の 担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

態
配当
時数

・単元「こそそめスープ」
　　　　村田　沙耶香

［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア，イ

・筆者独自の考え方を読み取り、人
それぞれが持つ意識の世界に思いを
はせることができる。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

【知識及び技能】
　言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思

１
学
期

・単元「ルリボシカミキリの青」福
岡　伸一
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア

・筆者の少年時代の体験について書
かれた文章を読み，自分に当てはめ
て考える。

○

［知技］
・言葉には，認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使っている。
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに，語句や語
彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを理
解し，話や文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
［思判表］「読むこと」において，文章の種類
を踏まえて，内容や構成，論理の展開などにつ

現代の国語
国語 現代の国語 2

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

国語

○ 1

○ ○ ○ 5

・単元「水の東西」
　　　　山崎　正和」
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア

・「水」を巡る日本と西洋の文化の
比較を通じて、日本文化の特質につ
いて理解を深める。
・評論の書かれ方を理解し、読み方
を知る。
・要旨をまとめ、文章の要点を把握
する指導事項
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

［知技］
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や語
彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解している。
［思判表］
・「読むこと」において、目的に応じて、文章
や図表などに含まれている情報を相互に関係付
けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、
文章の構成や論理の展開などについて評価した
り、自分の考えを深めている。
［主］粘り強く筆者の考える「想像力」を理解
し、学習課題に沿って実際の生活を見直し、情
報社会における自己の在り方について考えを深
め、話し合おうとしている。

○ ○ ○ 6

5

定期考査



○ ○

1

［知技］
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
［思判表］
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい

○ ○

定期考査

○ 7

6

・「真夏のひしこ漁」
　　矢田　勝美
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア

・海での漁の様子を伝える文章を読
み、自然の中での労働について理解
を深める。
・読書を通じて将来の職業や働き方
を考える。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

［知技］
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
［思判表］「読むこと」において、文章の種類
を踏まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握
している。
［主］
・積極的に漁をする父や弟の様子を通して自然

○ ○ ○ 3

・単元「集めた情報の内容を検討し
て意見文を書こう」
［知技］⑴ウ，オ／⑵ア
［思判表］書くこと⑴ア，イ
　　　　　書くこと⑵ア

・情報を集めて検討し、構成を工夫
して意見文を書く。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

[知技］
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
［思判表］
・「書くこと」において、目的や意図に応じ
て、実社会から適切な題材を決め、集めた情報
の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを
明確にしている。
・「書くこと」において、読み手の理解が得ら

○ ○ ○

・単元「発想を広げる方法を使って
話し合おう」
［知技］⑵イ
［思判表］話すこと・聞くこと⑴
ア，オ
話すこと・聞くこと⑵ウ

・発想を広げてアイディアを整理
し，まとめる。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

7

定期考査 1

・単元「鍋洗いの日々」
　　　　　村上　信夫
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア

・自分の道を切り開いた筆者の体験
談から、仕事に対する思いを読み取
る。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

［知技］
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
［思判表］「読むこと」において、文章の種類
を踏まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握

○ ○ ○

・単元「「スキマが育む都市の緑と
生命のつながり」塚谷裕一
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア，イ

・身近な植物を観察してきた成果を
述べる文章を読み、提示された新し
い視点について理解する。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

［知技］
・言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
［思判表］
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい
る。
・「読むこと」において、目的に応じて、文章
や図表などに含まれている情報を相互に関係付
けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、
文章の構成や論理の展開などについて評価した
りするとともに、自分の考えを深めている。
［主］
・粘り強く都市部の緑の在り方を述べた筆者の
主張を理解し、学習課題に沿って生態系という
新しい視点と資料との関連性を捉えながら自分
の考えを深めようとしている。

○ ○ ○

２
学
期

3



3
学
期

・「資料を活用して発表しよう」
［知技］⑴イ，オ
［思判表］話すこと・聞くこと⑴
ウ，エ
話すこと・聞くこと⑵エ

5

［知技］
・言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や語
彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解し、話や文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の

○

・発表の仕方や，話の聞き方を工夫
する。

定期考査 1
合計

70

○

・単元「美しさの発見」
　　　　高階　秀爾
[知技]⑴ア，ウ，エ，オ
[思判表]読むこと⑴ア，イ

・「美」という抽象的な題材につい
て論じた文章を読み、その展開を論
理的に捉え、筆者の価値観を理解す
る。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」 ○

［知技］
・言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や語
彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解し、話や文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
［思判表］「読むこと」において、文章の種類

○ ○ ○ 6

・「真の自立とは」
　　鷲田　清一
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア
　　　　　読むこと⑵ア

・「自立」の在り方について考察す
る文章を読み、自分の考えを持ち、

視野を広げる。

○ ○ ○ 6

［知技］
・言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や語
彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解し、話や文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科8  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身
に付けるとともに，我が国の言語文化に対す る理解
を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え 合う力を高
め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国 の
言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通し
て他者や社会に関わろうとする態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

A 「美しい」ということ
【知識及び技能】
　⑴ア，イ，ウ，エ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，オ
【学びに向かう力、人間性等】
　筆者の経験と分析について理解
し，学習課題に沿って「美しい」と
いうことについて考える。

・筆者の経験と分析について理解
し，「美しい」ということについて
考える。
・一人１台端末の活用

単元の具体的な指導目標
※記号は学習指導要領と対応

指導項目・内容
領域

評価規準 知

○

国語 言語文化
国語 言語文化 2

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東京書籍　「新編言語文化」

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことが できるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や 想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の 担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度 を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

○

○ ○ 5

B 枕草子「うつくしきもの」
【知識及び技能】
　⑴ア，ウ，エ／⑵ウ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，イ，オ
【学びに向かう力、人間性等】
　自分のものの見方，感じ方，考え
方を深め，学習課題に沿って，「う
つくしきもの」に共通する特徴を捉
え，古今異義語について考える。

・作品の内容を自分と関係づけなが
ら，ものの見方，感じ方，考え方を
深める。
・一人１台端末の活用

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○ 5

○

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○

1

C 羅生門
【知識及び技能】
　⑴ア，イ，ウ，エ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，オ
【学びに向かう力、人間性等】
　描かれている内容についての見解
をまとめ，学習課題に沿って，発表
や討論を通じて得た他の意見も踏ま
えながら，考えを深める。

・極限状態にある登場人物の心情の
変化を，場面の展開に即して読み取
り，主題を考える。
・一人１台端末の活用

○

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○ 6

定期考査 ○

6

定期考査 ○ ○ 1

D 羅城門
【知識及び技能】
　⑴ア
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴エ，オ
【学びに向かう力、人間性等】
　古典を元にして作られた作品につ
いての理解を深め，学習課題に沿っ
て，古典を元にして作られた作品と
原作との違いや創作性について考え
る。

・古典を元にして作られた作品と，
元の作品を読み比べ，理解を深め
る。
・一人１台端末の活用



12

E 伊勢物語「芥川」「筒井筒」
【知識及び技能】
　⑴ア，ウ，エ／⑵ウ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，イ，ウ
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで歌物語の特徴や表現の仕方
について理解し，学習課題に沿っ
て，各章段に描かれた内容を的確に
捉える。

・歌物語に描かれている内容を，叙
述を基に的確に捉える。
・一人１台端末の活用

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○

定期考査 ○ ○ 1

7

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○ 7

２
学
期

G 夢十夜
【知識及び技能】
　⑴ア，イ，ウ，エ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，ウ
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで文章の構成や展開，表現の
特色などを捉え,学習課題に沿っ
て，小説の中に展開する独自の世界
を味わう。

・表現に即して小説を丁寧に読み味
わい，そこに展開する独自の世界を
味わう。
・一人１台端末の活用

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○

定期考査
○ 1

○

H デューク
【知識及び技能】
　⑴ア，イ，ウ，エ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，ウ
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで文章の構成や展開，表現の
特色などを理解し，学習課題に沿っ
て，主人公の心情の変化を読み取
り，表現に注意して話の展開を捉え
る。

・主人公の心情の変化を読み取り，
細かい表現に注意して話の展開を捉
える。
・一人１台端末の活用

○



○ 1

合計

70

３
学
期

I 訓読の基本
【知識及び技能】
　⑴ア，ウ，エ／⑵ア，ウ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文の特色や訓読のきまりを理解
し，見通しをもって，古典を学ぶ意
味について考えを持つ。

・文の特色を知り，訓読のきまりを
理解するとともに，格言に親しむ。
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○ 6

J 論語
【知識及び技能】
　］⑴ア，ウ，エ／⑵イ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，イ
【学びに向かう力、人間性等】
　『論語』に表れているものの見方
や考え方について理解し，学習課題
に沿って，自分のものの見方や考え
方を豊かにする。

・孔子の学問・人間・政治に対する
考え方を知り，孔子の思想に興味を
持つとともに，ものの見方や考え方
を豊かにする。
・一人１台端末の活用

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○

定期考査
○

○ 6

D 史話
【知識及び技能】
　⑴ア，ウ，エ／⑵イ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，イ
【学びに向かう力、人間性等】
　話の展開や登場人物の言動を読み
取り，学習課題に沿って，史話のお
もしろさを味わう。

・話の展開や登場人物の言動を読み
取り，史話のおもしろさを味わう。
・一人１台端末の活用

○ 5



年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ F 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解するとと
もに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身に付けるようにする。

人類が直面している世界的な課題について、主
体的に調査して自らの考えを構築する姿勢を身
に付けていく。

【学びに向かう力、人間性等】

地理の基礎的知識を身に付け、日常生活の中で見ら
れる事象と関連付けることが出来るようにする。

地理的知識をもとに、身近な生活や世界各地で起きて
いる事象と結び付け、各自の価値観に則り、自身の考
えを表現することが出来るようにする。

○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

高等学校　新地理総合（帝国書院）　／　標準高等地図（帝国書院）

地歴科

 地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空
間的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり， 地理的な課題の解決
に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養
う。

 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとす
る態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵かん養される日本国民としての自覚，我が国
の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深め
る。

地理総合

○ 6

配当
時数

1節　地球上の位置と時差
1　地球上の位置と私たちの生活
緯度の違いは，私たちの生活にどのよ
うな影響を与えているのだろうか。

2　時差と私たちの生活
時刻の違い(時差)は，私たちの生活に
どのような影響を与えているのだろう
か。

2節　地図の役割と種類
1　地球儀と地図
なぜ地図にはさまざまな図法があるの
だろうか。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識…】
・緯度・経度の基本的なしくみ，緯度の違いが生活に
与える影響について理解している。
・時差のしくみ，時差が生活に与える影響について理
解している。
【思考力…】
・緯度・経度の基本的なしくみ，緯度の違いが生活に
与える影響について，多面的・多角的に考察し，表現
している。
・地図や地理情報における資料を、自らファイリング
する。
・時差のしくみ，時差が生活に与える影響について，
多面的・多角的に考察し，表現している。
【学びに…】
時差のしくみ，時差が生活に与える影響について，よ
りよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体
的に追究，解決しようとしている。

○ ○ ○ 5

第2部　国際理解と国際協力
第1章　生活文化の多様性と国際理解
1節　世界の地形と人々の生活

1　大地形と人々の生活
大地形は，人々の生活とどのように関
わり合っているのだろうか。

2　変動帯と人々の生活
変動帯の地形は，人々の生活にどのよ
うな影響を与えているのだろうか。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

態

1

2節　世界の気候と人々の生活
1　気温・降水と人々の生活
気温や降水は人々の生活にどのような
影響を与えているのだろうか。

2　大気大循環と人々の生活
風は，人々の生活にどのような影響を
与えているのだろうか。

11○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識…】
・気候が生活に与える影響，気温のしくみと分布の特
徴，降水のしくみと分布の特徴について理解してい
る。
・大気大循環・恒常風のしくみと生活への影響，季節
風（モンスーン）のしくみと生活への影響について理
解している。

【思考力…】
・気候が生活に与える影響，気温のしくみと分布の特
徴，降水のしくみと分布の特徴について，多面的・多
角的に考察し，表現している。
・大気大循環・恒常風のしくみと生活への影響，季節
風（モンスーン）のしくみと生活への影響について，
多面的・多角的に考察し，表現している。

【学びに…】
・気候が生活に与える影響，気温のしくみと分布の特
徴，降水のしくみと分布の特徴について，よりよい社
会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追
究，解決しようとしている。
・大気大循環・恒常風のしくみと生活への影響，季節
風（モンスーン）のしくみと生活への影響について，
よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主
体的に追究，解決しようとしている。

○ ○

中間考査 ○

【知識…】
・生活の舞台となる陸地，地形をつくる営力，大地形
を構成する変動帯と安定地域について理解している。
・変動帯のプレート境界と生活への影響，地震・火山
と生活への影響について理解している。
【思考力…】
・生活の舞台となる陸地，地形をつくる営力，大地形
を構成する変動帯と安定地域について，多面的・多角
的に考察し，表現している。
・変動帯のプレート境界と生活への影響，地震・火山
と生活への影響について，多面的・多角的に考察し，
表現している。
【学びに…】
・生活の舞台となる陸地，地形をつくる営力，大地形
を構成する変動帯と安定地域について，よりよい社会
の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，
解決しようとしている。
・変動帯のプレート境界と生活への影響，地震・火山
と生活への影響について，よりよい社会の実現を視野

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○

地歴科 地理総合
地歴科 地理総合 2

１
学
期



合計

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識…】
・季節風（モンスーン）の影響を受ける人々の生活，
モンスーンを利用した交易の歴史，さまざまな民族が
共に暮らす社会について理解している。
・季節風（モンスーン）を生かした稲作と米食文化，
熱帯の気候を生かした商品作物の栽培について理解し
ている。

【思考力…】
・季節風（モンスーン）の影響を受ける人々の生活，
モンスーンを利用した交易の歴史，さまざまな民族が
共に暮らす社会について，多面的・多角的に考察し，
表現している。
・季節風（モンスーン）を生かした稲作と米食文化，
熱帯の気候を生かした商品作物の栽培について，多面
的・多角的に考察し，表現している。

【学びに…】
・季節風（モンスーン）の影響を受ける人々の生活，
モンスーンを利用した交易の歴史，さまざまな民族が
共に暮らす社会について，よりよい社会の実現を視野
にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようと
している。
・季節風（モンスーン）を生かした稲作と米食文化，
熱帯の気候を生かした商品作物の栽培について，より

○ ○ ○ 13

○ ○

70

1

1

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識…】
・植生と気候の関わり，ケッペンの気候区分について
理解している。
・高温多湿な熱帯の気候～雪と氷に覆われる寒帯の気
候・植生と生活との関わりについて理解している。

【思考力…】
・植生と気候の関わり，ケッペンの気候区分につい
て，多面的・多角的に考察し，表現している。
・高温多湿な熱帯の気候～雪と氷に覆われる寒帯の気
候植生と生活との関わりについて，多面的・多角的に
考察し，表現している。

【学びに…】
・植生と気候の関わり，ケッペンの気候区分につい
て，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題
を主体的に追究，解決しようとしている。
・高温多湿な熱帯の気候～雪と氷に覆われる寒帯の気
候・植生と生活との関わりについて理解している。
・高温多湿な熱帯の気候～雪と氷に覆われる寒帯の気
候植生と生活との関わりについて，よりよい社会の実
現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決

10

13

1

○

期末考査

３
学
期

１
学
期

期末考査
○ ○

○

２
学
期

○

○

学年末考査
○ ○

3　世界の植生と気候区分
世界の植生は，気候とどのように関わ
り合っているのだろうか。

4　熱帯の生活
熱帯の気候と植生は，人々の生活とど
のように関わり合っているのだろう
か。

5　乾燥帯の生活
乾燥帯の気候と植生は，人々の生活と
どのように関わり合っているのだろう
か。

6　温帯の生活
温帯の気候と植生は，人々の生活とど
のように関わり合っているのだろう
か。

7　亜寒帯・寒帯の生活
亜寒帯・寒帯の気候と植生は，人々の
生活とどのように関わり合っているの

1　モンスーンの影響を受けてきた人々
の生活
季節風(モンスーン)は，東南アジアの
人々の生活にどのような影響を与えて
いるのだろうか。

2　気候を生かした農業と人々の生活
東南アジアでは，気候を生かしてどの
ような農業が発達してきたのだろう
か。

1　インドの歩みとヒンドゥー教
ヒンドゥー教は，人々の職業や社会進
出にどのような影響を与えているのだ
ろうか。

3　変化するヒンドゥー教徒の生活
経済成長により，ヒンドゥー教の影響
を受けた生活は，どのように変化して
いるのだろうか。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識…】
・南アジアの民族と歩み，ヒンドゥー教と人々の生活
への影響，多様な言語について理解している。
・ICT産業の発展，成長するインドの工業，経済成長
による生活の変化について理解している。

【思考力…】
・南アジアの民族と歩み，ヒンドゥー教と人々の生活
への影響，多様な言語について，多面的・多角的に考
察し，表現している。
・ICT産業の発展，成長するインドの工業，経済成長
による生活の変化について，多面的・多角的に考察
し，表現している。

【学びに…】
・アジアの民族と歩み，ヒンドゥー教と人々の生活へ
の影響，多様な言語について，よりよい社会の実現を
視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しよ
うとしている。

○ ○ 7

○

中間考査
○ ○ 1

3節　世界の言語・宗教と人々の生活

1　世界の言語と人々の生活文化
言語は，人々の生活にどのような影響
を与えているのだろうか。

2　世界の宗教と人々の生活文化
宗教は，人々の生活にどのような影響
を与えているのだろうか。

1　イスラームを中心とした生活文化
イスラームは，人々の生活にどのよう
な影響を与えているのだろうか。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識…】
・言語と民族の関わり，公用語と人々の生活への影響
について理解している。
・宗教の食生活への影響，宗教と生活の関わりについ
て理解している。

【思考力…】
・言語と民族の関わり，公用語と人々の生活への影響
について，多面的・多角的に考察し，表現している。
・宗教の食生活への影響，宗教と生活の関わりについ
て，多面的・多角的に考察し，表現している。

【学びに…】
・言語と民族の関わり，公用語と人々の生活への影響
について，よりよい社会の実現を視野にそこでみられ
る課題を主体的に追究，解決しようとしている。
・宗教の食生活への影響，宗教と生活の関わりについ
て，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題
を主体的に追究，解決しようとしている。

○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析につ
いての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けることができる。

数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形し
たりする力，図形の性質や計量について論理的に考
察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に
表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付
けて考察する力，問題を解決したり，解決の過程や
結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数研出版　新編　数学Ⅰ［改訂版］

数学

問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振
り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

３
学
期

図形と計量
三角比の意味やその基本的な性質に
ついて理解し，三角比の相互関係な
どを理解できるようにする。 ま
た，日常の事象や社会の事象などを
数学的にとらえ，三角比を活用して
問題を解決する力を培う。

・三角比
・三角比の相互関係
・三角比の拡張
・正弦定理
・余弦定理
・正弦定理と余弦定理の応用
・三角形の面積

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

・実数
・根号を含む式の計算

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けることができる。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

２
学
期

〇 16

〇 18

２次方程式と２次不等式
２次方程式や２次不等式の解と2次
関数のグラフとの関係について理解
し，２次関数のグラフを用いて2次
不等式の解を求められるようにす
る。

・２次方程式
・２次関数のグラフとx軸の位置関
係
・２次不等式

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

〇 〇 〇 20

定期考査 〇 〇 〇 1

２次関数とグラフ
２次関数の値の変化やグラフの特徴
を理解するとともに，２次関数の式
とグラフとの関係について，コン
ピュータなどの情報機器を用いてグ
ラフを描くなどして多面的に考察す
る。

○ ○ 1○

・関数とグラフ
・２次関数のグラフ
・２次関数の最大最小
・２次関数の決定

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

〇 〇

定期考査

○ 1

集合と命題
集合と命題に関する基本的な概念を
理解し，それを事象の考察に活用で
きるようにする。

・集合
・命題と条件
・命題と逆，裏，対偶
・命題と証明

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○

○

○ ○

10

定期考査 ○

・不等式の性質
・１次不等式
・絶対値を含む方程式不等式

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

１
学
期

式の計算
式を，目的に応じて1つの文字に
着目して整理したり，1つの文字
におき換えたりするなどして既に
学習した計算の方法と関連付け
て，多面的に捉えたり，目的に応
じて適切に変形したりする力を培
う。

・多項式の加法減法
・多項式の乗法
・因数分解

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

○ ○ ○ 10

実数
実数が四則演算に関して閉じている
ことや，直線上の点と1対1に対応し
ていることなどについて理解すると
ともに，簡単な無理数の四則計算が
できるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ ○ 8

1

１次不等式
不等式の解の意味や不等式の性質に
ついて理解するとともに，不等式の
性質を基に1次不等式を解く方法を
考察したり，具体的な事象に関連し
た課題の解決に1次不等式を活用し
たりする力を培う。

8

定期考査 〇 〇 〇 1
合計

105

データの分析
適切な統計量やグラフ，手法などを
選択して分析を行い，データの傾向
を把握して事象の特徴を表現する
力，実験などを通して判断したり，
批判的に考察したりする力などを養
う。

・データの整理
・データの代表値
・データの散らばりと四分位数
・分散と標準偏差
・２つの変量の間の関係
・仮説検定の考え方

【知識・技能】
　小テスト，考査
【思考・判断・表現】
　考査，提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題演習の取り組み

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

新編　数学Ａ（数研出版）

数学

数学を活用して、事象を論理的に考察する力、数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度、問題解決の過程を振り返って考察を深める態度を養う。

数学Ａ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 態

1

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深める態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

場合の数と確率、図形の性質についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の
性質を見いだし、論理的に考察する力、不確実
な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事
象の起こりやすさを判断する力、数理的に考察
する力を養う。

○

○ ○ ○ 5

○

5

配当
時数

・集合 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○ ○ 3

○ 5

4

・組合せ 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 5

思

・事象と確率 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○

定期考査 ○ ○

１
学
期

集合
・集合の概念や共通部分、和集合、
部分集合、補集合、ド・モルガンの
法則について理解させる。

場合の数と確率
・和集合および補集合について理解
し、それらの要素の個数を求めるこ
とができるとともに、具体的な場面
で利用できるようにする。

・根元事象が同様に確からしい場合
の確率の意味を理解し、いろいろな
具体例における確率を求めることが
できるようにする。
・加法定理や余事象を利用して、確
率を求めることができるようにす
る。

・確率の基本性質 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○

場合の数と確率
・組合せの考え方を理解し、いろいろな
場合の数を求められるようにする。
・組合せと順列の考え方の違いを理解し
て使い分けることができる。
・同じものを含む順列について、組合せ
を用いて考察し、総数を求めることがで
きるようにする。

・具体例を通して施行と事象の意味
および、事象を集合で表されること
を理解させる。
・確率の定義を理解し、確率を求め
ることができるようにする。

・集合の要素 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ 4

〇 1

場合の数と確率
・順列の考え方を、具体的な事象を
通して理解し、いろいろな場合の数
を求められるようにする。
・円順列、重複順列について理解
し、順列の考え方を用いて場合の数
を求められるようにする。

・順列 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○ ○

○ 〇定期考査

２
学
期

場合の数と確率
・樹形図を用いて、場合の数の数え
上げができるようにする。
・和の法則、積の法則の利用場面を
理解し、具体的な場面で場合の数を
求められるようにする。

・集合の要素の個数 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○



○ 4

〇 1

〇 5

３
学
期

・チェバの定理・メネラウスの定理
について理解させる。
・チェバの定理・メネラウスの定理
を用いて、線分の比、共点、共線に
関する基本的な問題が解くことがで
きるようにする。

・チェバの定理・メネラウスの定
理

【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 3

・円に関する基本的な性質として、
弧と弦の性質について理解させる。
・円に内接する四角形の性質や四角
形が円に内接するための条件を利用
して問題が解くことができるように
する。

・円に内接する四角形 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 2

3

2〇

・条件付き確率 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○

定期考査 ○ ○

・具体的な例を通して、独立な試行
の確率の求め方を理解し、独立な試
行の確率を求めることができるよう
にする。
・既習の確率の知識を利用して、反
復試行の確率を求めることができる
ようにする。

・独立な試行と確率 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇

２
学
期

・具体的な例を通して、条件付き確
率の意味を理解し、条件付き確率を
求めることができるようにする。
・条件付き確率の式から乗法定理を
導き、乗法定理を利用して確率を求
めることができるようにする。

○ ○ ○ 1

・期待値の意味を理解し、期待値を
求めることができるようにする。

・期待値 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

○ ○ ○ 2

【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 3

・線分の内分・外分を理解し、三角
形の角の二等分線の辺について考察
する。
・定理を適切に利用して、線分の比
を求めることができるようにする。

・三角形の辺の比 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇〇 3

・三角形の３辺の垂直二等分線、３
つの角の二等分線、３本の中線が、
それぞれ１点で交わることを理解
し、三角形の外心、内心、重心につ
いて理解させる。

・三角形の外心・内心・重心

・空間における２直線の位置関係、
直線と平面の位置関係、２平面の位
置関係を理解し、それらについて考
察できるようにする。

・直線と平面 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 3

・円と直線の関係について、円外の点
から円に引いた２つの接線の長さが等
しいことや、接弦定理、方べきの定理
について理解させる。
・円と接線の性質、接弦定理、方べき
の定理を用いて、線分の長さを求める
ことができるようにする。

・円と直線 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇 4

・２円の位置関係が５通りあること
を理解し、２つの円の半径、中心の
距離との関係を考察することができ
るようにする。
・２つの円の共通接線の定義を理解
し、その長さを求められるようにす
る。

・２つの円 【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

〇 〇 〇

定期考査

1
合計

70

〇 〇

【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
　考査得点の上昇率、授業の取り組み

・空間図形と多面体・正多面体の特徴を理解し、面・頂
点・辺の数を求めることができるよ
うになる。
・凸多面体について、オイラーの多
面体定理が成り立つことを考察する
ことができる。

定期考査 ○ ○ 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ 13

合計

1

２
学
期

第２章　物質の変化
　第１節　物質量と化学反応式
　　原子量･分子量･式量
　　物質量と粒子の数
　　物質量と質量
　　物質量と気体の体積
　　溶解と濃度、化学反応式
　　化学反応と量的関係

質量数12の炭素を基準とする原子の
相対質量
原子量、分子量、式量の理解
アボガドロ数と物質量の計算
アボガドロの法則
重量パーセント濃度、モル濃度
化学反応式の作り方
化学変化の量的関係

【知識・技能】
　小テスト、実験技能
【思考・判断・表現】
小テスト、振り返り、レポート
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の提出、授業態度

○ ○

定期考査 ○ ○

○○

第1章　物質の構成
　第１節　物質のその構成要素
　　物質の分離、物質を構成する元
素
　　元素の確認、物質の三態
　　原子の成り立ち、同位体とその
利用
　　原子の電子配置、元素の周期律
と周期表

第1章　物質の構成
　第２節　化学結合
　　イオン、イオン結合、
　　イオンからできる物質
　　共有結合、分子の極性、
　　分子からできる物質、共有結合
の結晶
　　金属結合と金属結晶

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

元素と原子についての理解
単体、化合物、純物質、混合物の分
類
三態変化と温度についての理解

【知識・技能】
　小テスト、実験技能
【思考・判断・表現】
小テスト、振り返り、レポート
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の提出、授業態度

定期考査

物質を構成する基本粒子である原子
の理解
原子の構造と原子番号、質量数の理
解
電子配置の原子の性質、周期表の理
解
電解質、非電解質、陽イオン、陰イ
オンの価数とイオン式、イオンの名
称
共有結合による分子の形成
金属の性質と金属結合

【知識・技能】
　小テスト、実験技能
【思考・判断・表現】
小テスト、振り返り、レポート
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の提出、授業態度

○ ○ ○ 13

○ ○ ○ 9

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物質と
その変化について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

第一学習社　高等学校　新化学基礎

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能

物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

３
学
期

定期考査

定期考査 ○ ○

○ ○

第２章　物質の変化
　第３節　酸化還元反応
　　　酸化と還元、酸化数
　　　酸化剤と還元剤
　　　金属のイオン化傾向
　　　金属の反応性
　　　電池
　　　電気分解

酸化数の増減と酸化・還元
酸化剤・還元剤と半反応式
酸化還元反応式
酸化還元滴定
金属のイオン化系列
電池の原理
電気分解の利用

【知識・技能】
　小テスト、実験技能
【思考・判断・表現】
小テスト、振り返り、レポート
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の提出、授業態度

〇 〇

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

70

1

1

〇 17

定期考査 ○ ○ 1

第２章　物質の変化
　第２節　酸と塩基とその反応
　　　酸と塩基、酸・塩基の強弱と
分類
　　　水素イオン濃度とｐH
　　　ｐHの測定、中和と塩
　　　中和の量的関係
　　　中和滴定とｐHの変化

酸、塩基の理解とアレニウスの定義
ブレンステッド・ローリーの定義
酸、塩基の価数と強弱
水の電離、水素イオン濃度と水酸化
物イオン濃度
pHの理解

【知識・技能】
　小テスト、実験技能
【思考・判断・表現】
小テスト、振り返り、レポート
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の提出、授業態度

○ ○ ○ 13

配当
時数



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 13

・教科書の該当する内容を要約
し、用語の理解、知識相互の関連
付けを抽出する。
・生態系と生物の多様性に関する
観察実験をレポートにまとめる。
・一人１台端末によって考察を共
有し、振り返りに生かす。

【知識・技能】
　生態系における生物の種多様性についてほ
ぼ正しく理解している。
【思考・判断・表現】　レポートに概ね正し
くまとめ、表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
振り返りにおいて暗記から理解へと学習の目
標を高めようとしている。

〇 〇 〇

(ｱ） 神経系と内分泌系による調節
　㋐　情報の伝達
体の調節に関する観察，実験などを
行い，体内での情報の伝達が体の調
節に関係していることを見いだして
理解する。
　㋑　体内環境の維持の仕組み
　体内環境の維持の仕組みに関する
資料に基づいて，体内環境の維持と
ホルモンの働きとの関係を見いだし
て理解する。

・植生の遷移に関する資料を要約
し、用語の理解、知識相互の関連
付けを抽出する。
・植生の遷移をバイオームと関連
付けてレポートにまとめる
・一人１台端末によって考察を共
有し、振り返りに生かす。

【知識・技能】
　ほぼ正しく理解し、遷移の観察とスケッチ
の技能を習得している。
【思考・判断・表現】　レポートに概ね正し
くまとめ、表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
振り返りにおいて暗記から理解へと学習の目
標を高めようとしている。

〇 〇

〇 〇

・教科書の該当する内容を要約
し、用語の理解、知識相互の関連
付けを抽出する。
・DNA の複製実験観察をレポート
にまとめる。
・一人１台端末によってDNA の塩
基配列とタンパク質のアミノ酸配
列との関係についての考察を共有
し、振り返りに生かす。

【知識・技能】
　DNA の塩基配列とタンパク質のアミノ酸配
列との関係をほぼ正しく理解し、観察とス
ケッチの技能を習得している。
【思考・判断・表現】塩基の相補性とDNA の
複製を関連付けてレポートに概ね正しくまと
め、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
振り返りにおいて遺伝情報を担う物質として
のDNA の特徴を暗記から理解へと学習の目標
を高めようとしている。

○ ○

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

1
（ｲ） 遺伝子とその働き
　㋐　遺伝情報とDNA
DNA の構造に関する資料に基づい
て，遺伝情報を担う物質としてのDNA
の特徴を見いだして理解するととも
に，塩基の相補性とDNA の複製を関
連付けて理解する。
　㋑　遺伝情報とタンパク質の合成
遺伝情報の発現に関する資料に基づ
いて，DNA の塩基配列とタンパク質
のアミノ酸配列との関係を見いだし
て理解する。

○

・教科書の該当する内容を要約
し、用語の理解、知識相互の関連
付けを抽出する。
・実験観察をレポートにまとめ
る。
・一人１台端末によって考察を共
有し、振り返りに生かす。

【知識・技能】
　体内での情報の伝達が体の調節に関係して
いることをほぼ正しく理解し、観察とスケッ
チの技能を習得している。
【思考・判断・表現】　レポートに概ね正し
くまとめ、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
振り返りにおいて暗記から理解へと学習の目
標を高めようとしている。

○

9

定期考査 ○

1

〇 13

○ ○ ○ 8

配当
時数

○ ○ ○ 5

知 思 態

生物や生物現象に主体的にかかわり、科学的に
探究しようとする態度と、生命を尊重し、自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物
現象について理解するとともに科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する基本的な技
能を身に付ける。

観察、実験などを行い科学的に探究する力を養
う。

第一学習社　高等学校　新生物基礎

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を身に付けるようにする。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

（ｱ） 生物の特徴
　㋐　生物の共通性と多様性
　様々な生物の比較に基づいて，生
物は多様でありながら共通性をもっ
ていることを見いだして理解する。
また，生物の共通性と起源の共有を
関連付けて理解する。
　㋑　生物とエネルギー
　生物とエネルギーに関する資料に
基づいて，生命活動にエネルギーが
必要であることを理解する。また，
光合成や呼吸などの代謝とATP を関
連付けて理解する。

・様々な生物の比較する内容を要
約し、用語の理解、生物の共通性
と起源の共有の関連付けを抽出す
る。
・実験観察をもとに生命活動にエ
ネルギーが必要であることをレ
ポートにまとめる
・一人１台端末によって考察を共
有し、振り返りに生かす。
生物とエネルギーに関する資料を
要約し、用語の理解、知識の関連
付けを行う。

【知識・技能】
　生物は多様でありながら共通性をもってい
ることをほぼ正しく理解し、観察とスケッチ
の技能を習得している。
【思考・判断・表現】　レポートに生物の共
通性と起源の共有を関連付けて概ね正しくま
とめ、表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
振り返りにおいて暗記から理解へと学習の目
標を高めようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

１
学
期

定期考査 ○ ○

（ｱ） 植生と遷移
　㋐　植生と遷移
　植生の遷移に関する資料に基づい
て，遷移の要因を見いだして理解す
る。
また，植生の遷移をバイオームと関
連付けて理解する。
（ｲ） 生態系とその保全
　㋐　生態系と生物の多様性
　生態系と生物の多様性に関する観
察，実験などを行い，生態系におけ
る生物の種多様性を見いだして理解
する。また，生物の種多様性と生物
間の関係性とを関連付けて理解す
る。

定期考査 ○ ○

定期考査

３
学
期

２
学
期 1

1

5

○ ○

〇 5

(ｲ)免疫
　㋐　免疫の働き
　免疫に関する資料に基づいて，異
物を排除する防御機構が備わってい
ることを見いだして理解する。

・免疫に関する資料の内容を要約
し、用語の理解、知識相互の関連
付けを抽出する。
・異物を排除する実験観察をレ
ポートにまとめる。
・一人１台端末によって考察を共
有し、振り返りに生かす。

【知識・技能】
　異物を排除する防御機構が備わっているこ
とをほぼ正しく理解し、観察とスケッチの技
能を習得している。
【思考・判断・表現】　レポートに概ね正し
くまとめ、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
振り返りにおいて暗記から理解へと学習の目
標を高めようとしている。

〇 〇



〇 〇 〇

　㋑　生態系のバランスと保全
　　 生態系のバランスに関する資料
に基づいて，生態系のバランスと人
為的攪かく乱を関連付けて理解す
る。また，生態系の保全の重要性を
認識する。

・生態系のバランスに関する資料
を要約し、用語の理解、知識相互
の関連付けを抽出する。
・生態系のバランスと人為的攪乱
を関連付けてレポートにまとめ
る。
・一人１台端末によって考察を共
有し、振り返りに生かす。

【知識・技能】
　生態系の保全の重要性を認識し、資料要約
の技能を習得している。
【思考・判断・表現】　レポートに概ね正し
くまとめ、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
振り返りにおいて暗記から理解へと学習の目
標を高めようとしている。

定期考査
合計
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1○ ○

３
学
期



年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○

合
計

105

13

学年末考査 ○ ○ ○

1

Lesson９
【知識及び技能】
○クリスマスに関する語彙の獲得
○仮定法

【学びに向かう力、人間性等】
○高校における授業への取り組み
○ワークブックの提出

Lesson９ Is Santa Real?
○クリスマスについての理解
○仮定法

○ ○

【知識及び技能】
○クリスマスに関する語彙を正しく理解できているか
○仮定法を正しく理解できているか

【学びに向かう力、人間性等】
○年度当初に伝えた授業態度を遵守できているか
○ワークブックを期限どおりすべて埋められているか

○ ○ ○

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
○カーリングに関する語彙を正しく理解できているか
○関係代名詞・関係副詞を正しく理解できているか

【思考力、判断力、表現力等】
探究したいものに関するプレゼンテーション活動が出来ている
か

【学びに向かう力、人間性等】
○年度当初に伝えた授業態度を遵守できているか
○ワークブックを期限どおりすべて埋められているか

○

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
○フェルメールの作品に関する語彙を正しく理解できているか
○関係代名詞を正しく理解できているか

【思考力、判断力、表現力等】
好きな絵・写真に関するプレゼンテーション活動が出来ている
か

【学びに向かう力、人間性等】
○年度当初に伝えた授業態度を遵守できているか
○ワークブックを期限どおりすべて埋められているか

○ ○

Lesson２
【知識及び技能】
○チョコレートの歴史に関する語彙の獲得
○助動詞

【学びに向かう力、人間性等】
○高校における授業への取り組み
○ワークブックの提出

Lesson２ The History of
Chocolate
○チョコレートの歴史についての
理解
○助動詞

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
○ファッションや平和に関する語彙を正しく理解できて
いるか
○動名詞・不定詞を正しく理解できているか

【思考力、判断力、表現力等】
平和に関するプレゼンテーション活動が出来ているか

【学びに向かう力、人間性等】
○年度当初に伝えた授業態度を遵守できているか
○ワークブックを期限どおりすべて埋められているか

Lesson５
【知識及び技能】
○ファッションや平和に関する語彙の獲得
○動名詞・不定詞

【思考力、判断力、表現力等】
平和に関するプレゼンテーション

【学びに向かう力、人間性等】
○高校における授業への取り組み
○ワークブックの提出
中間考査

Lesson５ Fashion for Peace
○ファッションや平和についての
理解
○動名詞
○不定詞

○

○ ○

指導項目・内容

Lesson３ A Dog Trainer
〇イヌの訓練士についての理解
○完了形

○ ○ ○

1

知

【学びに向かう力、人間性等】

期末考査

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson３
【知識及び技能】
○イヌの訓練士に関する語彙の獲得
○完了形

【思考力、判断力、表現力等】
子ども頃から好きなことのプレゼンテーション

【学びに向かう力、人間性等】
○高校における授業への取り組み
○ワークブックの提出

領域

１
学
期

Lesson１
【知識及び技能】
○世界の絶景に関する語彙の獲得
○基本時制

【思考力、判断力、表現力等】
行ってみたい場所のプレゼンテーション

【学びに向かう力、人間性等】
○高校における授業への取り組み
○ワークブックの提出

Lesson１ The Amazing Scenery
○世界の絶景についての理解
○基本時制

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標

英語コミュニケーションⅠ

　各レッスンにおいて単語・熟語・慣用表現を
しっかり理解し、本文の内容を正確に読み取る
ことが出来る。

　各レッスンにおける内容や文法事項を用いて、プ
レゼンテーション活動をしっかり行うことが出来
る。

Bloom English CommunicationⅠ〔第一学習社〕

外国語

教科書本文に関連した内容や文法事項を用いて、自らの思考を伝えたり発表したりすることが出来る。

積極的に授業に参加すると同時に、与えられた課題を期限までに正確に実施することが出来る。

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】教科書本文に書かれている内容を正しく理解し、基本的な語彙や慣用表現を覚えることが出来る。

外国語

中間考査

○

態

３
学
期

Lesson８
【知識及び技能】
○カーリングに関する語彙の獲得
○関係代名詞・関係副詞
　
【思考力、判断力、表現力等】
探究したいものIに関するプレゼンテーション

【学びに向かう力、人間性等】
○高校における授業への取り組み
○ワークブックの提出

Lesson８ The Mystery of Curling
○カーリングについての理解
○関係代名詞
○関係副詞

○ ○ ○

２
学
期

Lesson４
【知識及び技能】
○植物に関する語彙の獲得
○受動態・比較

【学びに向かう力、人間性等】
○高校における授業への取り組み
○ワークブックの提出

Lesson４ Wonder of Plants
○植物についての理解
○受動態
〇比較

○ ○

Lesson６
【知識及び技能】
○セレンディピティに関する語彙の獲得
○分詞
　
【学びに向かう力、人間性等】
○高校における授業への取り組み
○ワークブックの提出

Lesson６ Serendipity
○セレンディピティについての理
解
○分詞

○ ○

Lesson７
【知識及び技能】
○フェルメールの作品に関する語彙の獲得
○関係代名詞
　
【思考力、判断力、表現力等】
好きな絵・写真に関するプレゼンテーション

【学びに向かう力、人間性等】
○高校における授業への取り組み
○ワークブックの提出

Lesson７ The Charm of Vermeer's
paintings
○フェルメールの作品についての
理解
○関係代名詞

期末考査

10

13○ ○

○

【知識及び技能】
○セレンディピティに関する語彙を正しく理解できてい
るか
○分詞を正しく理解できているか

【学びに向かう力、人間性等】
○年度当初に伝えた授業態度を遵守できているか
○ワークブックを期限どおりすべて埋められているか

○ ○ ○ 10

○ 10

○

○

○

○ 10

1○ ○

○ ○

【知識及び技能】
○植物に関する語彙を正しく理解できているか
○受動態・比較を正しく理解できているか

【学びに向かう力、人間性等】
○年度当初に伝えた授業態度を遵守できているか
○ワークブックを期限どおりすべて埋められているか

思

○

○

○

○ ○

○

○

　積極的に授業に参加するとともに、ワーク
ブックや課題の提出においては期限までにすべ
てを埋めて提出することが出来る。

○

○

○

○

○○

○

○ 1

10

1

12

12

○

○

○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
○世界の絶景に関する語彙を正しく理解できているか
○基本時制を正しく理解できているか

【思考力、判断力、表現力等】
行ってみたい場所のプレゼンテーション活動が出来てい
るか

【学びに向かう力、人間性等】
○年度当初に伝えた授業態度を遵守できているか
○ワークブックを期限どおりすべて埋められているか

【知識及び技能】
○チョコレートの歴史に関する語彙を正しく理解できて
いるか
○助動詞を正しく理解できているか

【学びに向かう力、人間性等】
○年度当初に伝えた授業態度を遵守できているか
○ワークブックを期限どおりすべて埋められているか

【知識及び技能】
○イヌの訓練士に関する語彙を正しく理解できているか
○完了形を正しく理解できているか

【思考力、判断力、表現力等】
子ども頃から好きなことのプレゼンテーション活動が出来てい
るか

【学びに向かう力、人間性等】
○年度当初に伝えた授業態度を遵守できているか
○ワークブックを期限どおりすべて埋められているか

配
当
時
数



年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

4○ ○

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律
的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現I

態

外国語による五つの領域の言語活動を通して、
コミュニケーションを図る資質・能力を育成す
る

思

外国語 論理・表現I 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

Lesson 1
文型

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

五つの領域別の目標を達成するのにふさわしい
ものについて理解し、実際のコミュニケーショ
ンに活用できる技術を身に付ける

コミュニケーションを行う目的や場所、状況などに
応じて、適切な英語で表現することを通して、五つ
の領域を身に付ける

EARTHRISE  English Logic and Expression I

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、情報や考え
などの要点等を的確に理解したり、これらについて適切に伝え合ったりできる力を養う。

定期考査

○

Lesson 4・5
助動詞

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○ ○ ○ ○ ○

Lesson2
時制（１）

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○ ○ ○

○

○○

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

○

○ ○

〇 〇

○

論理・表現I

１
学
期

○

○

○

Lesson 3
時制（２）

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○

○○

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの五つの領域の言語活動による実際
のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況において適切に活用できる技能を身に付ける。情報や考えなどを的確
に理解したり、表現したりして、コミュニケーションを図る資質、能力を育成する。

外国語

4

4

1

4

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

配
当
時
数



○ ○

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

○ ○ ○ 4

○ ○ 8

Lesson 13
比較
Lesson 14
仮定法

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

○

〇 ○ ○ 1

定期考査 〇 〇 ○ ○ 1

○ ○

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

○

○ ○ ○

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

○ ○ ○ 4

Lesson 7・8
不定詞

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

○ ○ ○ 8

4

定期考査 〇 〇 ○ ○ 1

○ ○

○ ○ 4○

定期考査

Lesson 10
分詞
Lesson 11
関係詞（１）

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

○ ○ ○ 8

Lesson 9
動名詞

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○ ○

Lesson 4・5
助動詞

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
文法を理解しているか
【思考力、判断力、表現力等】
文法に基づいて考え、表現できるか
【学びに向かう力、人間性等】
授業に真剣に取り組んでいるか、
提出をきちんと出しているか

○

１
学
期

２
学
期

Lesson 6
受動態

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○ ○

〇

3
学
期

Lesson 12
関係詞（２）

・文法事項の解説と問題演習を
通して文法を理解し、活用できるよ
うにする。
・教科書、プリント等

○ ○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

〇 〇 〇 8

〇 6

〇

知：実技試験
思：実技試験
主：授業態度、提出物

9〇〇〇

知：小テスト
思：実技試験
主：授業態度、提出物

〇 〇

9〇 〇

6

合
計

70

音楽Ⅰ

表現

評価規準
鑑
賞

知：小テスト
思：実技試験
主：授業態度、提出物

知：小テスト
思：ワークシート
主：授業態度、提出物

知：小テスト
思：実技試験
主：授業態度、提出物

知：小テスト
思：実技試験
主：授業態度、提出物

知：小テスト
思：実技試験
主：授業態度、提出物

〇 〇 〇

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各教科の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

知：小テスト
思：ワークシート
主：授業態度、提出物

３
学
期

歌唱
合唱祭に向けて、混声三部合唱の曲
に取り組む。

・キミウタ
・ワークシート 〇

ギター、または、キーボードを使っ
て、アンサンブル力を高める。

・ＭＯＵＳＡ①のコンテンツより

〇

２
学
期

楽典
音楽記号を中心に学習し、曲を演奏
する際に読譜力向上につなげる。

・音楽の鑑賞資料と基礎学習のコ
ンテンツより 〇

〇

ギター
コードを学習し、カノン進行の曲を
中心に取り扱う。

・ＭＯＵＳＡ①のコンテンツよ
り、ピック弾き

鑑賞
ミュージカル映画から、人の心情を
読み取ったり音楽の使われ方につい
て学んだりする。

・ＭＯＵＳＡ①のコンテンツより

〇

キーボード
簡単な曲を用いて、リズムや強弱、
両手弾きを習得する。

・ＭＯＵＳＡ①のコンテンツより

〇

〇 〇

態

配
当
時
数

１
学
期

歌唱
歌詞の内容に興味をもち、楽曲に対
するイメージを膨らませることに意
欲的に取り組む。

・校歌（三番まで）
・ＭＯＵＳＡ①のコンテンツより

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

鑑賞
クラシックの歴史を知り、作曲者の
意図を感じながら音楽を味わう。

・ＭＯＵＳＡ①のコンテンツより

ギター
ギターについての知識を深め、基本
的な奏法を身に付ける。

・ＭＯＵＳＡ①のコンテンツよ
り、アルペジオ 〇

芸術 音楽Ⅰ

5

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

ＭＯＵＳＡ①、音楽の鑑賞資料と基礎学習、キミウタ

〇 〇 〇

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

知 思

8

〇

芸術

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

歌唱
歌詞の内容からイメージを膨らま
せ、強弱などを用いて表現する。

・ＭＯＵＳＡ①のコンテンツより 知：小テスト
思：実技試験
主：授業態度、提出物

〇 〇 〇 8〇

5〇 〇 〇

知：小テスト
思：リズムゲーム
主：授業態度

6

〇

○ ○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇

6

B「視点と表し方」
【知識及び技能】
透視図法を学び、観察したモチーフ
を描く際に活用する。形や色彩、明
暗、質感などの効果、全体のイメー
ジなどを捉え、線の強弱や描画材の
特性を生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等】
自然物の特長や美しさなどを基に、
形や色彩、質感などの効果を考え、
構想を練り描く。
【学びに向かう力、人間性等】
自然物の特長や美しさなどを捉えて
表す創造活動に、主体的に取り組
む。

・指導事項
モチーフを観察する。
構図を工夫する。
透視図法を学び活用する。
・教材
スケッチブック、画板、画用紙、鉛
筆、カッターナイフ、消し具等

〇

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

〇 12

【知識】
形や色彩、明暗、質感などが感情にもたらす
効果や、造形的な特徴などを基に、身近なも
のの特長や美しさなどを全体のイメージで捉
えることを理解している。
【技能】
意図に応じて描画材の特性を生かすととも
に、線の強弱など表現方法を創意工夫してい
る。
【発想】
身近なものの特長や美しさなどを観察し、感
じ取ったことや考えたことなどから主題を生
成し、表現形式の特性を生かし、形や色彩、
質感などを考え、創造的な構想を練ってい
る。
身近なものの特長や美しさなどを基に、形や
色彩、質感などの効果を考え、構想を練った
り鑑賞したりする。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近なものの特長や美しさなどを観察し、感
じ取ったことや考えたことを基にした表現の
創造活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。

〇 ○ ○

配
当
時
数

評価規準

C「デザインの世界」
【知識・技能】
造形要素の働きを理解し、デザイン
されたものの造形的な特徴などを基
に、全体のイメージや作風、様式な
どで捉えることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や機能との調和の取れた洗練さ
れた美しさなどを感じ取り、作者の
心情や意図と創造的な表現の工夫な
どについて考え、見せ方や感じ方を
深める。
【学びに向かう力、人間性等】
デザインの表現と鑑賞の創造活動
に、主体的に取り組む。

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創
意工夫し、創造的に表すことができるようにす
る。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりすることができるようにする。

美術１

芸術

１
学
期

A「身近なものを描く」
【知識及び技能】
形や色彩、明暗、質感などの効果、
全体のイメージなどを捉え、線の強
弱や描画材の特性を生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等】
身近なものの特長や美しさなどを基
に、形や色彩、質感などの効果を考
え、構想を練ったり鑑賞したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身近なものの特長や美しさなどを捉
えて表す創造活動に、主体的に取り
組む。

・指導事項
モチーフを観察する。
構図を工夫する。

・教材
スケッチブック、画板、鉛筆、色鉛
筆等

○

想像的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

〇 6

知

【知識】
透視図法を学び、観察したモチーフを描く際
に活用している。
【技能】形や色彩、明暗、質感などの効果、
全体のイメージなどを捉え、線の強弱や描画
材の特性を生かして表している。
【思考力、判断力、表現力等】
自然物の特長や美しさなどを基に、形や色
彩、質感などの効果を考え、構想を練ってい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
自然物の特長や美しさなどを捉えて表す創造
活動に、主体的に取り組もうとしている。

美術Ⅰ芸術

芸術に関する各科目の特質ついて理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇

・指導項目
「デザイン」とは何かを考えるきっ
かけを作る。
・形や色などの造形の要素と目的や
機能との調和を作例を基に指導す
る。
・教材
スケッチブック、画板、画用紙、鉛
筆、色鉛筆、カッターナイフ等

〇 〇

【知識】
造形要素の働きを理解し、デザインされたも
のの造形的な特徴などを基に、全体のイメー
ジや作風、様式などで捉えることを理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や機能との調和の取れた洗練された美し
さなどを感じ取り、作者の心情や意図と創造
的な表現の工夫などについて考え、見せ方や
感じ方を深めようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
デザインの鑑賞の創造活動に、主体的に取り
組もうとしている。

〇 〇



〇 〇 〇 28

18○

【知識】
漫画表現における形や色彩、構図などの性質
やそれらが感情にもたらす効果や造形の要素
の働きを理解し、その特徴などを基に、全体
のイメージや作風、様式などで捉えることを
理解している。
【技能】
意図に応じて、ペンによる線や色、コマ割り
などの表現の特性を生かして創意工夫し、主
題を追及して創造的に表している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分が感じ取ったこと、考えたことなどから
主題を生成し、ペンやコマ割りによる表現の
特性を生かし、形態や色彩、構成などについ
て考え、創造的な表現の構想を練っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分が感じ取ってこと、考えたことなどから
精製した主題を基に、ペンやコマ割りによる
効果を理解し積極的に取り入れる漫画表現の
活動に主体的・意欲的に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇

合
計

70

〇

【知識】
形や色彩の性質およびそれらが人の感情にも
たらす効果や、キャラクターのポーズや持ち
物などの造形的な特徴を基に、全体のイメー
ジで捉えることを理解している。
【技能】
意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作
の順序などを総合的に考えながら色鉛筆など
の特性を生かし、見通しをもって創造的に表
している。
【思考力、判断力、表現力等】
情報を伝えるために、伝える相手や使われる
場面などのイメージから主題を生成し、キャ
ラクターの形や色彩、性格を表すポーズや持
ち物などが感情にもたらす効果や伝達効果と
美しさとの調和などを総合的に考え、表現の
構想を練っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
主題を生み出し、キャラクターの伝達効果な
どを総合的に考え構想を練り、意図に応じて
創造的に工夫し見通しを持って表す表現の創
造活動に、主体的に取り組もうとしている。

２
学
期

D「キャラクターのデザイン」
【知識・技能】
キャラクターの形や色彩、性格を表
すポーズや持ち物などの効果、伝達
したい情報やイメージなどを捉え、
材料や用具などの特性を生かして表
す。
【思考力、判断力、表現力等】
伝えたい情報や使われる場面などを
基に、キャラクターの形や色彩、性
格の設定などによる伝達効果を考
え、構想を練ったり鑑賞したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えたい情報やイメージをキャラク
ターとして豊かに表す創造活動に、
主体的に取り組む。

・指導項目
目的や使用する条件に応じて、美し
さなどを考え、主題を生成できるよ
うに指導する。
・教材
スケッチブック、鉛筆、色鉛筆、イ
ラストボード等
・１人一台端末の活用

〇

３
学
期

E「漫画表現」
【知識・技能】
漫画表現における形や色彩、構図の
性質やそれらが感情にもたらす効果
などを基に、全体のイメージや作風
で捉えることを理解し、ペンによる
線や色、コマ割りなどの特性を生か
して創造的に表す。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の好きな漫画作品をよく見つ
め、感じ取ったことや、考えたこと
などから主題を生成し、ペンや、コ
マ割りによる表現の特性を生かし、
形や色彩、構成などについて考え、
創造的な表現の構想を練ったり、鑑
賞したりする。
【学びに向かう力、人間性に関する
目標】
ペンやコマ割りなどによる漫画表現
の歴史や効果を理解するとともに、
主題を表す表現の学習活動や、既存
の漫画作品や他の生徒の表現につい
てその意図や工夫を味わい、見方や
感じ方を深める創造活動に主体的に
学習に取り組む態度・意欲的に取り
組む。

・指導項目
表現形式の特性を生かし、形態や色
彩、画面の構成などについて考え、
創造的な表現の構想を練られるよう
にする。
・教材
スケッチブック、ペン、ケント紙、
練ゴム、鉛筆等
・1人一台端末の活用

〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ    組～ Ｆ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

H 単元：篆書
【知識及び技能】
　篆書諸碑・篆刻
【思考力、判断力、表現力等】
　古典をよく見る。
【学びに向かう力、人間性等】
　練習への集中。できた時の喜び

２
学
期

E 単元：行草
【知識及び技能】
　行草の練習。王羲之の行書
【思考力、判断力、表現力等】
　古典をよく見る。
【学びに向かう力、人間性等】
　練習への集中。できた時の喜び

・古典資料の読み込み
・教材：蘭亭序拡大教材

○

F 単元：行草
【知識及び技能】
　蘭亭序全臨
【思考力、判断力、表現力等】
　古典をよく見る。
【学びに向かう力、人間性等】
　練習への集中。できた時の喜び

・教材：蘭亭序原寸、半切画仙紙
・蘭亭序全文の臨書作品を完成さ
せる。

○

・教材：泰山刻石、篆刻材料　・
篆書を読めるようにする、書ける
ようにする。　　　　　　・自分
の名前の篆書を知り、篆刻作品を
自作する。

〇

３
学
期

G 単元：仮名
【知識及び技能】
　平安諸帖
【思考力、判断力、表現力等】
　古典をよく見る。
【学びに向かう力、人間性等】
　練習への集中。できた時の喜び

・教材：変体仮名一覧、蓬莱切、
高野切　　　　　　　　　・変体
仮名を読めるようにする、書ける
ようにする

〇

○ ○

○

○

・作品の完成度
・取り組みの姿勢
・未完作品の補完

○ ○

書道Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○

4○

○

・作品の完成度
・取り組みの姿勢
・未完作品の補完

○ 〇 ○ 4

・作品の完成度
・取り組みの姿勢
・未完作品の補完

○ ○

○

B 単元
【A 単元：楷書
【知識及び技能】
　楷書の練習。唐の楷書
【思考力、判断力、表現力等】
　古典をよく見る。
【学びに向かう力、人間性等】
　練習への集中。できた時の喜び

・古典資料の読み込み
・教材：自書告身、孔子廟堂碑

○

D 単元：隷書
【知識及び技能】
　楷書の練習。漢の隷書
【思考力、判断力、表現力等】
　古典をよく見る。
【学びに向かう力、人間性等】
　練習への集中。できた時の喜び

・古典資料の読み込み
・教材：曹全碑

○

C 単元：楷書
【知識及び技能】
　楷書の練習。唐の楷書Ⅱ
【思考力、判断力、表現力等】
　古典をよく見る。
【学びに向かう力、人間性等】
　練習への集中。できた時の喜び

・古典資料の読み込み
・教材：雁塔聖教の序・九成宮醴
泉銘

○

〇

○ ○ 4

〇

・作品の完成度
・取り組みの姿勢
・未完作品の補完

4

○

・作品の完成度
・取り組みの姿勢
・未完作品の補完

○

○

・作品の完成度
・取り組みの姿勢
・未完作品の補完

○ ○ ○

8

合
計

35

○ 〇

練習の習慣化、自己課題を見出す力を養う。

配
当
時
数

１
学
期

A 単元：楷書
【知識及び技能】
　楷書の練習。北魏の楷書
【思考力、判断力、表現力等】
　古典をよく見る。
【学びに向かう力、人間性等】
　練習への集中。できた時の喜び

・用具の手入れ。古典資料の読み
込み。
・教材：象形文字 龍門牛蕨、

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

○

・作品の完成度
・取り組みの姿勢
・未完作品の補完

○ 4

・作品の完成度
・取り組みの姿勢
・未完作品の補完

○ ○ 4○

【学びに向かう力、人間性等】

3

芸術に関する各科目の特質ついて理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

想像的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

淵江
芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・中国・日本書道史を理解する。
・書道技術を向上する。

古典をよく見る力、古典を作品に反映させる力を養う。

東京書籍　　書道Ⅰ

芸術

書道Ⅰ

思 態

芸術



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ なし ）

科目 の目標：

教科　保健体育の目標：
体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，各種の運動がもた
らす体の健康への効果はもとより，心の健康も運動と密接に関連していることを実感させ，生涯にわたって心身の健康を保
持増進し豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力を育成する。

２
学
期

１．水泳
【知識及び技能】
クロール、平泳ぎの基本的技術を理解し、自己の目標をもつとともに、練習
計画を立案し、仲間と協力し練習できるようにする。２つの泳法について、
技能を高め、生涯スポーツとして、楽しく水泳を実践できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
記録向上に向け、練習計画を立案する。仲間と協力して運動を楽しむことが
できるようにする。自己及び他者の課題を他者に伝えることができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
自己及び他者の課題を認識し目的意識をもって協力して学習に取り組む。
ルールやマナーを守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組む。

水泳
クロール・平泳ぎ

【知識・技能】
２つの泳法について、基本的な技術と練習方法を理解し、自
己及び他者の目標に向け、仲間と協力して実践している。
【思考・判断・表現】
自己及び他者の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に、また、ルールやマナー
を守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組もうとしてい
る。

○ ○

6

【知識・技能】
各種運動の方法、目的等を理解、実践している。
【思考・判断・表現】
自己及びクラスの課題について、現状及び自身の考え
を言葉や文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に、また、ルールや
マナーを守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組
もうとしている。

○ 8

２．球技
【知識及び技能】
各種目の基本的技術及び練習法を理解し、自己の課題をもち、練習計画を立
案し、仲間と協力し練習できるようにする。それぞれの技能を高め、生涯ス
ポーツとして、楽しく運動が実践できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
技能向上に向け、練習計画を立案する。仲間と協力して運動を楽しむことが
できるようにする。自己及び他者の課題を他者に伝えることができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
自己及び他者の課題を認識し目的意識をもって協力して学習に取り組む。
ルールやマナーを守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組む。

バレーボール、バドミントン、サッ
カー、ソフトボール、バスケット
ボール（球技）

【知識・技能】
各種目の基本的技術及び練習法を理解し、自己及び他者の目
標に向け、仲間と協力して実践している。
【思考・判断・表現】
自己及び他者の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に、また、ルールやマナー
を守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 26

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知/技 思 態

３．陸上競技（リレー）
【知識及び技能】
体育祭での競技実施に向け、競技のルールを理解し、自己及びクラス目標、
練習計画の立案等、仲間と協力し練習できるようにする。バドンパスの技
術、方法等を理解し、記録向上に向け実践できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
記録向上に向け、練習計画を立案する。仲間と協力して運動を楽しむことが
できるようにする。自己やクラスの課題を他者に伝えることができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
自己及びクラスの課題を認識し目的意識をもって協力して学習に取り組む。
ルールやマナーを守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組む。

○

バレーボール、バドミントン、サッ
カー、ソフトボール、バスケット
ボール（球技）

【知識・技能】
各種目の基本的技術及び練習法を理解し、自己及び他者の目
標に向け、仲間と協力して実践している。
【思考・判断・表現】
自己及び他者の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に、また、ルールやマナー
を守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組もうとしてい
る。

○

【知識・技能】
短距離走の技術、リレーのルール、バトンパスの効果的な方
法等を理解、実践している。
【思考・判断・表現】
自己及びクラスの課題について、現状及び自身の考えを言葉
や文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に、また、ルールやマナー
を守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組もうとしてい
る。

○ ○

体ほぐしの運動
体力を高める運動
体育祭練習
体力テストの実施と振り返り

１
学
期

１．体育理論
【知識及び技能】
体育の目標、スポーツの特性について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自他や社会の課題について、他者に伝えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
社会及び自己の課題を認識し目的意識をもって
主体的にねばり強く学習に取り組む。

体育の目標
スポーツの文化的特性

【知識・技能】
体育の目標、スポーツの特性について理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを
言葉や文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○ 3

２．体つくり運動
【知識及び技能】
各種運動の方法、目的等を理解、実践する。自己の心身の状態や体力に応じ
て、計画を立て実生活で役立てることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
自己の目標に応じた運動を計画立案する。仲間と協力して運動を楽しむこと
ができるようにする。自己の課題や今後の目標について他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自己及びクラスの課題を認識し目的意識をもって主体的にねばり強く学習に
取り組む。ルールやマナーを守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組
む。

淵江高等学校 令和8年度（１学年用） 教科：保健体育

「現代高等保健体育（50　大修館　保体701）」

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かな
スポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 運動の合理的・計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするた
め，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。
（2） 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。
（3） 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に
付けるようにする。

・各種目の特性、ルール、練習方法等を理解し、主体的に取り組むことができるように
する。
・自己や仲間の課題や練習計画を見直すなど、互いに高め合うために協力できるように
する。
・危険を予測し行動するなど、常に安全、健康を確保し行動できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

体育
保健体育 体育 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
（知識）
・各種目の特性、技能、ルール、練習の仕方等を理解する。
・自己に応じた目標の設定、課題解決のための練習方法等を考え、試合や発表会等で表現
できるようにする。
（技能）
・各種目の基本的な技能を身に付け、試合や発表会等で実践できるようにする。
・目標の実現に向け、仲間と協力し、安全に配慮して、学習できるようにする。

・自己や仲間の課題を発見、理解し、目標を定め、その課題解決に向け練習の計画を立
てることができるようにする。
・安全に配慮して、効率よく練習が進められるよう、グループ内で役割分担し、協力で
きるようにする。
・生涯にわたり豊かに運動が継続できるよう、自己や仲間の課題を発見し、その解決に
向けての取り組み方等を他者に伝えることができるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 15

○ ○

４．水泳
【知識及び技能】
クロール、平泳ぎの基本的技術を理解し、自己の目標を持つとともに、練習
計画を立案し、仲間と協力し練習できるようにする。２つの泳法について、
技能を高め、生涯スポーツとして、楽しく水泳を実践できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
記録向上に向け、練習計画を立案する。仲間と協力して運動を楽しむことが
できるようにする。自己及び他者の課題を他者に伝えることができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
自己及び他者の課題を認識し目的意識をもって協力して学習に取り組む。
ルールやマナーを守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組む。

水泳
クロール・平泳ぎ

【知識・技能】
２つの泳法について、基本的な技術と練習方法を理解し、自
己及び他者の目標に向け、仲間と協力して実践している。
【思考・判断・表現】
自己及び他者の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に、また、ルールやマナー
を守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 6

５．球技
【知識及び技能】
各種目の基本的技術及び練習法を理解し、自己の課題をもち、練習計画を立
案し、仲間と協力し練習できるようにする。それぞれの技能を高め、生涯ス
ポーツとして、楽しく運動が実践できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
技能向上に向け、練習計画を立案する。仲間と協力して運動を楽しむことが
できるようにする。自己及び他者の課題を他者に伝えることができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
自己及び他者の課題を認識し目的意識をもって協力して学習に取り組む。
ルールやマナーを守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組む。

短距離走
リレー

6

配当
時数



３
学
期

１．柔道、陸上競技（持久走）
【知識及び技能】
柔道の基本動作、基本的な動き、練習法、創作方法を
理解し、自己の課題をもち、段階的な練習計画を立案
し、仲間と協力し練習できるようにする。男子3km、女
子2.4kmの記録測定に向け、自己の目標タイムを決め、
仲間と協力し練習できるようにする。１周ごとの目標
ラップ時間を設定し、徐々に距離を延ばし、記録向上
に向け実践できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
柔道の基本動作や基本的な動きの習得、技能向上に向
け、練習計画を立案する。仲間と協力して運動を楽し
み、自己の課題を他者に伝え、学習の成果を発表する
ことができるようにする。
持久走の記録向上に向け、１周ごとのラップタイムを
設定する。ペアを作り相手のラップタイムを記録する
中で協力して運動を楽しむことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自己及び仲間の課題を認識し目的意識をもって協力し
て学習に取り組む。柔道ではルールやマナーを守り、
持久走では体調管理に留意し、仲間と協力し、安全に
配慮して取り組む。

柔道／持久走 【知識・技能】
柔道の基本動作、基本的な動き、練習法、創作方法を
理解し、自己及び他者の目標に向け、仲間と協力して
実践している。当日の走行距離に応じて目標タイムを
設定するとともに、ペアと協力して互いの１周ごとの
ラップタイムを記録し、自己及び他者の目標に向け、
仲間と協力して実践している。
【思考・判断・表現】
自己及び他者の課題について、現状及び自身の考えを
言葉や文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に、また、ルールや
マナーを守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組
もうとしている。

○ ○

２
学
期

○ 12

３．体育理論
【知識及び技能】オリンピックをはじめ現代スポーツの課題、
スポーツ環境について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
現代スポーツの課題及び自身のかかわりについて、他者に伝え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代スポーツと自身のかかわりについて認識し、目的意識を
もって主体的にねばり強く学習に取り組む。

３．バドミントン/ダンス
【知識及び技能】
バドミントン、ダンスの基本動作、基本的な動き、練習法、創作方法を理解
し、自己の課題をもち、段階的な練習計画を立案し、仲間と協力し練習でき
るようにする。それぞれの技能を高め、生涯スポーツとして、楽しく運動が
実践できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
基本動作や基本的な動きの習得、技能向上に向け、練習計画を立案する。仲
間と協力して運動を楽しみ、自己の課題を他者に伝え、学習の成果を発表す
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自己及び他者の課題を認識し目的意識をもって協力して学習に取り組む。
ルールやマナーを守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組む。

バドミントン、ダンス 【知識・技能】
バドミントン、ダンスの基本動作、基本的な動き、練習法、
創作方法を理解し、自己及び他者の目標に向け、仲間と協力
して実践している。
【思考・判断・表現】
自己及び他者の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に、また、ルールやマナー
を守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 8

現代的なスポーツの発展 【知識・技能】
オリンピックや現代スポーツの課題、スポーツを取り
巻く環境について理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを
言葉や文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○

3

合計

105

【知識・技能】
各種目の基本的技術及び練習法を理解し、自己及び他者の目
標に向け、仲間と協力して実践している。
【思考・判断・表現】
自己及び他者の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に、また、ルールやマナー
を守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 12

２．球技
【知識及び技能】
各種目の基本的技術及び練習法を理解し、自己の課題をもち、練習計画を立
案し、仲間と協力し練習できるようにする。それぞれの技能を高め、生涯ス
ポーツとして、楽しく運動が実践できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
技能向上に向け、練習計画を立案する。仲間と協力して運動を楽しむことが
できるようにする。自己及び他者の課題を他者に伝えることができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
自己及び他者の課題を認識し目的意識をもって協力して学習に取り組む。
ルールやマナーを守り、仲間と協力し、安全に配慮して取り組む。

バレーボール、バドミントン、サッ
カー、ソフトボール、バスケット
ボール（球技）



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書： a ）

使用教材： （ ）

科目 の目標：

２
学
期

１．現代社会と健康
【知識及び技能】運動、食事、休養・睡眠と健
康との関わり、適切な運動、食事、休養・睡眠
のとり方、行い方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】自他や社会の課
題について、他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】社会及び自己の
課題を認識し目的意識をもって主体的にねばり
強く学習に取り組む。

運動と健康
食事と健康
休養・睡眠と健康

【知識・技能】
運動、食事、休養・睡眠と健康との関わり、適切な運動、食
事、休養・睡眠のとり方、行い方について理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○

１．現代社会と健康
【知識及び技能】飲酒、薬物乱用の健康及び社
会への影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】自他や社会の課
題について、他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】社会及び自己の
課題を認識し目的意識をもって主体的にねばり
強く学習に取り組む。

○ 3

飲酒と健康
薬物乱用と健康

【知識・技能】
飲酒、薬物乱用の健康及び社会への影響を理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 5

4

１．現代社会と健康
【知識及び技能】生活習慣病の種類と要因、予
防について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】自他や社会の課
題について、他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】社会及び自己の
課題を認識し目的意識をもって主体的にねばり
強く学習に取り組む。

1

１．現代社会と健康
【知識及び技能】がんの種類や原因と予防、が
んをめぐる問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】自他や社会の課
題について、他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】社会及び自己の
課題を認識し目的意識をもって主体的にねばり
強く学習に取り組む。

喫煙と健康 【知識・技能】
喫煙の健康への影響、喫煙対策ついて理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○

定期考査 １学期の授業内容を基にしたテスト

3

【知識・技能】

１学期の授業内容について理解している。

【思考・判断・表現】

社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを文章で伝える。
○ ○

2

１．現代社会と健康
【知識及び技能】喫煙の健康への影響、喫煙対
策ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】自他や社会の課
題について、他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】社会及び自己の
課題を認識し目的意識をもって主体的にねばり
強く学習に取り組む。

○

がんの原因と予防
がんの治療と回復

【知識・技能】
がんの種類や原因と予防、がんをめぐる問題について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

保健
保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

東京都立高等学校 令和8年度（１学年用） 教科：保健体育

「現代高等保健体育（50　大修館　保体701）」

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自らの健
康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。
（1） 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるようにする。
（2） 健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目
的や状況に応じて他者に伝える力を養う。
（3） 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に
付けるようにする。

なし

教科　保健体育の目標：
体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，各種の運動がもた
らす体の健康への効果はもとより，心の健康も運動と密接に関連していることを実感させ，生涯にわたって心身の健康を保
持増進し豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力を育成する。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

学習内容について理解したことを発言したり記
述したりしているとともに，心肺蘇生法等を実
施できる。

自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて思考し判断するとともに，目的や
状況に応じて他者に伝えることができる。

○ ○ ○ 2

現代社会と健康，安全な社会生活について，社
会及び自己の課題を認識し目的意識をもって主
体的にねばり強く学習に取り組もうとしてい
る。

配当
時数

１
学
期

１．現代社会と健康
【知識及び技能】健康の考え方、健康の成立要
因、わが国の健康水準の変化とその背景、現在
の健康問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】自他や社会の課
題について、他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】社会及び自己の
課題を認識し目的意識をもって主体的にねばり
強く学習に取り組む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

生活習慣病の予防と回復 【知識・技能】
生活習慣病の種類と要因、予防について理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとしている。

健康の考え方と成り立ち
私たちの健康のすがた

【知識・技能】
健康の考え方、健康の成立要因、わが国の健康水準の変化と
その背景、現在の健康問題について理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○



３
学
期

２．安全な社会生活
【知識及び技能】感染症とは何か、現在の感染
症の特徴とその予防、感染症・エイズの予防と
その対策について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】自他や社会の課
題について、他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】社会及び自己の
課題を認識し目的意識をもって主体的にねばり
強く学習に取り組む。

現代の感染症
感染症の予防
性感染症・エイズとその予防

【知識・技能】
感染症とは何か、現在の感染症の特徴とその予防、感染症・
エイズの予防とその対策について理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとしている。

２
学
期

定期考査

１．現代社会と健康
【知識及び技能】精神疾患の例、発病の要因、
主な症状、予防法、治療法などを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】自他や社会の課
題について、他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】社会及び自己の
課題を認識し目的意識をもって主体的にねばり
強く学習に取り組む。

定期考査 ２学期の授業内容を基にしたテスト
【知識・技能】

２学期の授業内容について理解している。

【思考・判断・表現】

社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを文章で伝える。
○ ○

３学期の授業内容を基にしたテスト 【知識・技能】
３学期の授業内容について理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを文章で伝える。

1
合計

35

4

精神疾患の特徴
精神疾患の予防
精神疾患からの回復

【知識・技能】
精神疾患の例、発病の要因、主な症状、予防法、治療法など
を理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 5

1

２．安全な社会生活
【知識及び技能】健康に関する意思決定・行動
選択に影響を与える要因と適切な工夫、ヘルス
プロモーションの考えに基づく環境づくりにつ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】自他や社会の課
題について、他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】社会及び自己の
課題を認識し目的意識をもって主体的にねばり
強く学習に取り組む。

健康に関する意思決定・行動選択
健康に関する環境づくり

【知識・技能】
健康に関する意思決定・行動選択に影響を与える要因と適切
な工夫、ヘルスプロモーションの考えに基づく環境づくりに
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
社会及び自己の課題について、現状及び自身の考えを言葉や
文章で伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとしている。

4



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報化社会の課題についての理解、アプリケーションおよびプログラミングの基礎技能の習得。

・自らの力で課題解決に取り組めることを目標
とする。
・課題に自主的に取り組めるようなること。

【学びに向かう力、人間性等】

情報 情報Ｉ
情報 情報Ｉ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・ワープロソフトによるタイピング速度向上
・ワープロソフトによる文書作成
・表計算ソフトによる式と関数の操作
・表計算ソフトによる関数の応用

・ワープロソフトによる文書を作成する
・表計算ソフトの関数を駆使して課題を解決す
る

情報Ｉ　図解と実習　日本文教出版

情報

PC操作の基礎技能を使った分析や表現の工夫ができるようになる。

学びに向かう自主性を養う。

情報Ｉ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

6

配当
時数

１
学
期

単元1.オリエンテーション
【知識及び技能】
ア／CALL教室端末へのログインおよ
びシャットダウン
【学びに向かう力、人間性等】
イ／タイピング課題の提出

ア／端末へのログインおよび
シャットダウンを適切に操作する
よう指導
イ／課題データを適切に保存およ
び提出フォルダへのコピーを指示
する

【知識・技能】
　授業中のログイン状況
【思考・判断・表現】
　授業中に実施の小テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業の取組状況
　課題の提出状況

○ ○ ○ 2

単元2.タイピング速度
【知識及び技能】
ア／タイピング
【思考力、判断力、表現力等】
イ／文書作成
【学びに向かう力、人間性等】
ウ／タイピング課題の提出

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

単元3.文書作成
【知識及び技能】
ア／タイピング
【思考力、判断力、表現力等】
イ／文書作成
【学びに向かう力、人間性等】
ウ／タイピング課題の提出

○

単元4.表計算ソフト
【知識及び技能】
ア／表計算ソフト操作
【思考力、判断力、表現力等】
イ／表計算を使った問題解決
【学びに向かう力、人間性等】
ウ／表計算ソフトにおける課題提出

ア／Excelの基礎を指導
イ／式・関数・その他の操作を指
導
ウ／課題データの保存・提出を指
導

【知識・技能】
　授業中の実技テスト
【思考・判断・表現】
　授業中に課題提出
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業の取組状況
　課題の提出状況

○ ○ ○

8

定期考査 なし なし

○ 18

○ 14

単元6.表計算ソフト
【知識及び技能】
ア／表計算ソフト操作
【思考力、判断力、表現力等】
イ／表計算を使った問題解決
【学びに向かう力、人間性等】
ウ／表計算ソフトにおける課題提出

ア／Excelの発展を指導
イ／VBAによるマクロ機能の基礎
ウ／課題データの保存・提出を指
導

【知識・技能】
　授業中のログイン状況・課題取組状況
【思考・判断・表現】
　授業中に実施の小テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業の取組状況
　課題の提出状況

○ ○ ○ 14

合計

70

３
学
期

単元7.表計算ソフト
【知識及び技能】
ア／表計算ソフト操作
【思考力、判断力、表現力等】
イ／表計算を使った問題解決
【学びに向かう力、人間性等】
ウ／表計算ソフトにおける課題提出

ア／Excelの発展を指導
イ／VBAによるマクロ機能の活用
ウ／課題データの保存・提出を指
導

【知識・技能】
　授業中のログイン状況・課題取組状況
【思考・判断・表現】
　授業中に実施の小テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業の取組状況
　課題の提出状況

○ ○

２
学
期

単元5.表計算ソフト
【知識及び技能】
ア／表計算ソフト操作
【思考力、判断力、表現力等】
イ／表計算を使った問題解決
【学びに向かう力、人間性等】
ウ／表計算ソフトにおける課題提出

ア／Excelの基礎を指導
イ／式・関数・その他の操作を指
導
ウ／課題データの保存・提出を指
導

【知識・技能】
　授業中の実技テスト
【思考・判断・表現】
　授業中に課題提出
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業の取組状況
　課題の提出状況

○ ○

ア／タイピングの基礎を指導
イ／文書作成の手順を指導
ウ／課題データの保存・提出を指
導

【知識・技能】
　授業中の実技テスト
【思考・判断・表現】
　授業中に課題提出
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業の取組状況
　課題の提出状況

○ ○

定期考査 なし なし

ア／タイピングの基礎を指導
イ／文書作成の手順を指導
ウ／課題データの保存・提出を指
導

【知識・技能】
　授業中の実技テスト
【思考・判断・表現】
　授業中に課題提出
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業の取組状況
　課題の提出状況



 

 
（総合的な探究の時間） 

 東京都立 淵江高等 学校 全日制 課程 普通 科 

 

令和８年度「総合的な探究の時間」の年間指導計画 

（１学年） 

１単位時間の時間（５０）分 

学期 月 指導項目 指導内容 評価計画 配当時間 

１ 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

第 11章 支え合う社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2章 学ぶことの意義  

 

 

 

 

 

自己実現のための進路

研究 

①課題設定（１時間） 

この科目のねらい 

②情報の収集 

（体験活動３時間） 

様々な防災活動の体験 

③整理・分析（１時間） 

自分にできることの考察 

④まとめ・表現（１時間） 

自分にできることの発表 

 

①課題設定 ②情報の収集（２時間） 

学力テストの実施 

③整理・分析（１時間） 

学習状況の課題と対策について 

④まとめ・表現（１時間） 

学ぶことの意義を考える 

①課題設定（２時間） 

自分が関心を持っている分野は何か 

○ 自己と社会の繋が

りを認識して、高校生

活ですべきことを理解

できたか。 

 

 

 

 

 

 

○ 自己の適性･現状･

課題を把握できたか。 

 

 

６（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

２ 

 

２ 

９ 

 

10 

 

 

11 

12 

 

 

 

 

 

第 4 章 役割と責任を考

える 

②情報の収集（１時間） 

学ぶべき教科・科目について 

③整理・分析 ④まとめ・表現（１時間） 

 自己実現のための科目選択 

 

①課題設定 

（３時間 うち体験活動２時間） 

地域清掃活動（体験活動２時間） 

ボランティアの意義とやり方について 

②情報の収集（体験活動８時間） 

足立フレンドリーマラソンの支援 

③整理・分析（１時間） 

④まとめ・表現（１時間） 

 自分が今果たすべき役割は何か 

○  自分の将来につ

いて真剣に考えられ

たか。 

 

○  奉仕活動の意義

に関心をもったか。 

○  体験活動をふま

え、奉仕活動につい

て自ら考えたか。 

○  奉仕活動を適切

に理解し、適切な表

現で発表できたか。

他者の発表を聴くこ

とで、考えを共有で

きたか。 

２ 

 

 

 

 

１３（１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

３ 

第 1章 人間関係を築く 

 

 

 

 

 

 

 

第 3章 働くことの意義 

 

 

 

 

 

 

 

①課題設定（１時間） 

他人の何を知りたいか、自分の何を知っ

てほしいか 

②情報の収集（２時間） 

ワークショップ 

③整理・分析 ④まとめ・表現（１時間） 

自己を肯定する大切さについて 

他者を尊重する大切さについて 

①課題設定（１時間） 

企業が欲する人材と自分の長所や能力 

②情報の収集（１時間） 

足立区就労支援課と連携したワークシ

ョップ 

労働に関する法律について 

③整理・分析 

様々な働き方とやりがいについて 

④まとめ・表現（１時間） 

１年間の活動を通して、自己の考え方や

行動の変化について振り返る 

○ 他者と誠実に、前

向きに話し合えた

か。 

○  奉仕活動への考

え方がどう変化した

か。また具体的に行

動できたか。 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

配当時間

数の合計 

   ３５（１３） 

※（ ）内

は体験学習

で内数 



 

 

 東京都立 淵江高等 学校 全日制 課程 普通 科 

 

令和８年度「総合的な探究の時間」の年間指導計画 

（２学年） 

１単位時間の時間（５０）分 

学期 月 指導項目 指導内容 評価計画 配当時間 

１ ６ ガイダンス 

概要説明 

探究活動の概要説明 

テーマの例示 

具体的な探究方法の例示 

・概要が理解でき

たか。 

・自分の探究につ

いてイメージでき

たか。 

５ 

７ テーマ設定 テーマ・目標の確認 

テーマの発表 

探究方法へのアドバイス 

・テーマを設定で

きたか。 

・他人のテーマを

聞いて自己のテー

マを検証できた

か。 

６ 

２ １０ テーマの個別指導 個別指導の開始 

テーマについての助言 

・テーマについ

て、再考すること

ができたか。 

６ 

１２ 調査方法の個別指導 個別面談により進捗状況の確認 

調査方法の助言 

グループ内で中間発表 

・調査方法につい

て再検討すること

ができたか。 

・発表を通して、

自己の探究につい

て再検討すること

ができたか。 

６ 

３ ２ 改善点の個別指導 探究方法の改善点や新しい課題など

の設定 

・相互評価を経

て、新しい視点を

持ち、探究活動を

深めることができ

たか。 

６ 

３ 報告書の提出 報告書の提出方法確認 

報告書の個別指導 

・様式にのっと

り、報告書が提出

できたか。 

６ 

配当時間

数の合計 

   ３５ 

 

  



 

 

 東京都立 淵江高等 学校 全日制 課程 普通 科 

 

令和８年度「総合的な探究の時間」の年間指導計画 

（３学年） 

１単位時間の時間（５０）分 

学期 月 指導項目 指導内容 評価計画 配当時間 

１ 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

個人探究 

（人と協働して課題を

解決する） 

 

 

 

 

 

個人探究 

（課題解決の過程をま

とめ、発表する） 

①整理・分析（４時間） 

 情報を整理・分析する際の視点を決める 

 自分の考察を明示する 

人の助言を求める 

人に助言を与える 

 

 

 

②まとめ・発表（８時間） 

 仮説と調査と考察と結論を盛り込む 

 見やすい資料の作り方 

 発表する際の声や姿勢、振る舞いに関す

る技術 

〇集めた情報を整理

して、ある視点から

比べることができた

か 

〇誰かの助言を得る

ことができたか。ま

た、誰かに助言を与

えることができたか 

 

〇資料に仮説・調査・

考察・結論が盛り込

まれているか 

〇資料の見やすさ 

〇発表する際の声や

姿勢・振る舞い 

１２ 

２ 

９ 

10 

 

11 

12 

職業の選択と社会貢献

及び自己実現 

③整理・分析（１５時間） 

３年間の学習の成果を振り返る 

自分の現状を把握する 

今後の学習目標を立てる 

上級学校模擬授業体験 

○ 自分の現状を把

握できたか 

○ 今後の学習目標

を立てることができ

たか 

○ 進学後のことま

で、深く考えること

ができたか 

１５ 

３ 

１ 

２ 

３     

職業の選択と社会貢献

及び自己実現 

④まとめ・表現（８時間） 

今、考えるべきこと 

 今、行動すべきこと 

お互いの長所や努力していることを指

摘し合うワークショップ 

卒業生講演会を見て、自分はどうなりた

いと思ったか 

卒業を目前に控えて今後にすべきこと 

○  自分の行動すべ

きことを把握できた

か 

○  具体的な行動に

移すことができたか 

○  自己の長所など

を説明できるだけの

材料を把握できたか 

○  学ぶべき点など

自分の今後に活かせ

る点を把握できたか 

○  今後の具体的な

行動に対して見通し

をもてたか 

８ 

配当時間

数の合計 

   ３５ 

 

 


